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○研究内容 
[1] 位相的ラドン変換の反転公式および像の特徴
付けに関する研究 
 劣解析的集合のオイラー数を体積とする，通常
の体積概念とは異なる，積分理論を基にして，CT
スキャンなどに応用されるラドン変換について研
究している．特に，グラスマン多様体の間の積分
変換について，位相的ラドン変換の反転公式や像
の満たす積分方程式，特性サイクルのラドン変換
像の振る舞いなどを研究している．例えば，ある
劣解析的集合のすべての p 次元アフィン線形空間
による切断面のオイラー数から，その集合を完全
に復元できることなどが得られている． 
 
[2] レフシェッツ型不動点定理の超局所解析的研
究 
 構成可能層係数のレフシェッツ型不動点定理に
ついて，不動点集合が孤立点とは限らず，高次元
の多様体となる場合を研究している．例えば，不
動点集合が重複度 1 のコンパクト多様体となる写
像のレフシェッツ数が不動点集合のオイラー数に
等しいことが，従来よりも弱い仮定の下で得られ
ている．また，構成可能層の特性サイクルの理論
を一般化したレフシェッツサイクルを導入し，そ
の超局所解析的性質について研究し，様々な結果
を共同研究により得ている． 
 
[3] 多項式写像のミルナーモノドロミーや無限遠
点におけるモノドロミーの決定に関する研究 
 多項式写像のミルナーモノドロミーや無限遠点
におけるモノドロミーについて，ゼータ関数やジ
ョルダン標準形の決定を研究している．特に，構
成可能層の近傍サイクルやモチーフの理論を応用
し，ジェネリックな仮定の下で，ゼータ関数や混
合ホッジ数を多項式のニュートン図形を用いて具
体的に記述する公式が共同研究により得られてい
る．これらにより，モノドロミーの固有値やジョ
ルダン標準形を決定することができる． 
 

[4] 双複素正則関数の性質の研究 

 2 つの独立な虚数単位をもつ双複素数環上の正則

関数の性質について研究している．特に，関数の
べき等元分解から直接には得られない双複素正則
関数特有の性質や，双複素正則関数の零点の分布
について研究している．例えば，ライリー値を用
いた不等式評価による大域的な双複素正則関数の
特徴づけや決定，また自己反転性をもつ双複素多
項式の特徴づけなどが共同研究により得られてい
る． 
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